第1章：はじめに

コンピュータなどのハードウェアの構造を理解するには、今のコンピュータは複雑すぎて理解しがたいところがある。しかし、現在のコンピュータは性能こそは格段に上がっているものの、基本的な構造は昔からあまり変わっておらず、昔のコンピュータを理解することで、今の新しいコンピュータの基本構造を理解することが出来る。そこで、multiSIMと言うソフトを使用してシミュレーション回路をつくりコンピュータの構造を理解することが出来ると考えた。シミュレーション回路を作成するとともに、出来る範囲で実際にも回路を作成する。そして今回multiSIMの性能評価を行うとともに、CPU（中央演算処理装置）の設計を行うことで、CPUの構造を学べるようにすることを考え、本研究に取り組むことにした。
　製品開発のサイクルやスピードがどんどん速くなり、より高度で複雑な回路を使って、なおかつ信頼性の面でもますます高いものが要求される現在、回路定数や回路方式の変更がパソコン画面上でいとも簡単にでき、大幅なコスト削減につながる回路シミュレーションの必要性はますます高まっています。
第２章　中央演算処理装置回路をシミュレートするにあたって
2-1　multiSIMとは
National Instruments社のmultiSIMは、高い操作性と、卓越した機能性、実用性の高さから、全世界で利用されている電子回路シミュレータです。　　　　
回路図画面に部品を置いて回路図を作成し、その回路図に信号源や仮想測定器をつないで回路の動作をシミュレーション出来るソフトです
今回は、multiSIM Education Edition　Version　10.0.343　を使用。

